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助成事業
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学習拠点だけでなく子どもたちが気軽に集まれる場所を目指す参考書や本を揃えて開講への準備が進む

貧困家庭の子どもを対象に開講する無料学習塾生徒の募集を告知するチラシ

助成金支援が今後も長く続くことを心から願います
AJOSCの助成金は当法人の計画した事業計画と一致して大変によかったです。助

成金額も活用しやすく、当法人として感謝いたします。この助成金が3年間連続していた
だけたら、どれだけ安心して事業計画ができるか、計り知れません。できればこれからも当
法人の行く末にご理解とご声援とご支援を賜りたく、心より念じます。この度はご支援あり
がとうございました。

助成団体：特定非営利活動法人　陽向ぼっこ	

共同助成（釧路方面遊技業協同組合）

「子供の居場所づくりと階段修理及び無料塾運営費」事業

教育に格差があってはならないという信念で
貧困家庭の子どもを対象にした無料塾を開講

北海道白糠町は釧路市の中心部から西へ約30キロの太平洋岸に位置する、林業・漁業・酪農業が中心の町。日
本の地方に典型的に見られる高齢化と過疎化が進展しつつあるが、この地で高齢住民のための保健福祉活動に
取り組んできたNPO法人が、地域の子どもたちの学力格差を解消し、基礎学力の向上を目指す学習塾の開講に乗
り出した。

貧困家庭の子どもたちを対象にした学習塾を　
地域住民の憩いの場所を活用して開講

白糠町に拠点を置くNPO法人「陽向ぼっこ」は、地元

住民の保健医療や福祉の増進を図る活動に取り組んで

いる。「白糠町を全道一、認知症の少ない町にしよう」と、

認知症予防対策のチラシを町内に配布したり、認知症を

早期発見するためにタッチパネル式検診機を持参して物

忘れ検診活動に取り組んだりしている。また2015年に開

設した「憩いの館」を拠点に、高齢者の居場所づくり、子

どもたちのためのおもちゃ図書館の運営、月1回の地域食

堂の開催など、住民のために交流の場を提供してきた。

その一方で、同法人代表の儀同一義さんが気になって

いたのが、全国的に問題となっている子どもの貧困による

学力格差だったという。「この町の将来は、子どもたちの

成長にかかっています。そのためには、今から教育に格

差があってはならない。教育はみな平等であるべきだと考え、

貧困や家庭の事情で塾に通えない子どもたちに夢と希望

をもって勉学に励むための場所をつくりたい」という思いの

もと、同法人ではAJOSCの助成を受け、町内在住の小学

４年生から中学3年生までの貧困家庭の子どもを対象に

した無料塾を2020年度に開講するため、準備を進めた。

儀同代表によれば、「今年 4月8日の新聞に無料塾の

紹介と生徒募集の記事が出ると、『本当に塾の月謝は無

料ですか』と、8人の保護者から問い合わせがありました。

『無料です』とお答えしたところ、みなさん感激していました。

この事業は、苦しい思いをしている子どもの親御さんを元

気にした感じがします」とのこと。新型コロナウイルスの影

響もあり、現在は開講に向けて様子を見守っている状況だ

（2020年5月15日時点）。

基礎学力の向上と自由な居場所の確保を　
両立した学習塾を学生ボランティアが支える

同法人の無料学習塾（ただし諸経費として年間500円

必要）は「きぼう塾」と命名。基本的に月～金曜の午後4

時半～6時半に開講し、学年ごとに曜日を決め、受講希望

者全員が週1回は通えるようにするというもの。講師は北

海道教育大学釧路校、釧路公立大の学生が日替わりで

担当することになっている。「小中学生のときに身につけ

た基礎学力は、その後の人生で大きな糧になる」という考

え方のもと、子どもたちの苦手教科や、授業で分からなかっ

たところなどを復習中心に教えるという。

「貧困家庭の子どもたちが、自分の家庭事情で親を恨

むことのないよう、日ごろの子どもたちのストレス解消ができ、

子どもが自由に使える居場所をつくるとともに、勉強好きの

子どもたちに思う存分、知識を得られる環境を用意したい。

そのうえで、弱い立場の人たちの味方になれるような人材

に育ってほしい」と、儀同代表は話す。そのため、「勉強

を強制する場ではなく、子どもたちがずっと通いたいと思

える雰囲気の場所にしたい。遠足や食事会なども企画し

たい」という。

同法人では、一般の人々がボランティア活動に対してあ

まり興味を示さなくなってきたと感じており、活動資金など

も不足しがちな中で、「AJOSCの助成がなければ、この

事業は挫折していたと考えられます」と話す。助成は施設

改装費の一部や無料塾の講師への謝金などに使われる

予定で、本事業に大きく貢献している。

特定非営利活動法人　陽向ぼっこ
理事長　儀同 一義さん

釧路方面遊技業協同組合より
この事業によって学力格差の解消だけでなく、子ど

もたちの居場所づくりにも役立つことを願っております。


